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●議案審議Ｑ＆Ａ

　　賛成・反対討論

●請願審査報告

　　賛成・反対討論

●委員会報告

●一般質問

　　８人の議員が登壇

●町民の声

第30回 なめがわ郷土かるた大会 福小・宮小・月小から約270名が参加

請願の審査結果

「日本政府に核兵器禁止条約の参
加・調印の批准を求める意見書
提出に関する請願書」

賛成少数で

不 採 択不 採 択

▼



※〇は賛成　×は反対　△は棄権
※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。（賛否同数の場合のみ採決に参加します。）

　第244回定例会が12月３日から４日間の会期で開催され、議案８件、発議１件が審議され、原案どおり
可決されました。一般質問では、８人の議員が町の考えや施策を質しました。

議案番号 審議結果一覧

議席
番号 １ 2 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 議長

結果

松
本　

幾
雄

上
野　

葉
月

瀬
上　

邦
久

阿
部　

弘
明

西
宮　

俊
明

北
堀　

一
廣

小
澤　
　

実

赤
沼　

正
副

原　
　
　

徹

谷
嶋　
　

稔

中
西　

文
寿

内
田　

敏
雄

井
上　
　

章

吉
野　

正
浩

条例に関する議案

議案第82号 滑川町町長等の給与等に関する条例の一部改正
賛成
多数 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

説明 人事院勧告に準じ、期末手当を年間 4.50 月分から 4.60 月分
に引き上げ

議案第83号 滑川町一般職職員の給与に関する条例の一部改正 全員
賛成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

説明 人事院勧告に準じ、期末手当、勤勉手当、給料表の引き上げ

議案第84号 滑川町印鑑条例の一部改正 全員
賛成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

説明 令和６年 11 月 30 日で証明書自動交付のサービスを終了

発議第４号 滑川町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
賛成
多数 ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

説明 人事院勧告に準じ、期末手当を年間 4.50 月分から 4.60 月分
に引き上げ

令和６年度滑川町補正予算に関する議案

議案第81号 専決処分の承認を求めることについて（一般会計（第４号）） 全員
賛成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

説明 物価高騰対応給付金、衆議院議員選挙費

議案第85号 一般会計（第５号） 全員
賛成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

説明 歳入歳出に 191,630 千円を追加し、8,594,519 千円とする

議案第86号 水道事業会計（第３号） 全員
賛成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

説明 職員給与費引き上げによる増額

議案第87号 下水道事業会計（第３号） 全員
賛成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

説明 職員給与費引き上げによる増額

滑川町の人事案件に関する議案

諮問第２号 滑川町人権擁護委員候補者の推薦 全員
賛成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願

請願第３号 日本政府に核兵器禁止条約の参加、調印、批准を求める意見
書提出に関する請願

反対
多数 × 〇 × 〇 × × × △ × × 〇 × ×

第244回滑川町議会12月定例会
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議

案

第

81

号

定
額
減
税
調
整
給
付
金
の

対
象
は

Q　

調
整
給
付
金
１
４
１
１
万

円
。
何
人
ぐ
ら
い
に
給
付
さ
れ
た

の
か
。

A　
今
回
の
定
額
減
税
を
し
き
れ

な
か
っ
た
方
へ
の
給
付
金
と
し
て

調
整
給
付
金
を
給
付
し
て
い
る
。

対
象
者
が
３
７
６
３
人
。 

現
時
点

で
、
支
給
し
た
人
数
は
３
４
５
８

人
、
支
給
率
９１
・
８９
％
。
金
額
で

１
億
６
０
８
０
万
円
。 

Q　

給
付
率
で
９１
・
８９
％
だ
が

残
っ
て
い
る
の
は
ど
ん
な
人
た
ち

か
。

A　
今
回
の
給
付
は
定
額
減
税
さ

れ
な
か
っ
た
方
を
対
象
と
し
て
、

福
祉
課
か
ら
対
象
の
方
に
確
認
書

と
い
う
通
知
を
し
た
。
そ
の
確
認

書
の
提
出
が
な
か
っ
た
方
が
こ
の

残
り
の
方
に
な
っ
て
い
る
。
期
限

が
１１
月
２０
日
と
な
っ
て
い
る
の
で

ほ
ぼ
確
定
と
な
る
。

Q　
個
人
事
業
者
の
配
偶
者
な
ど

働
い
て
い
て
も
定
額
減
税
を
受
け

ら
れ
な
い
よ
う
な
人
へ
の
支
給
が

後
で
と
あ
る
が
そ
れ
は
終
了
し
て

い
る
の
か
。

A　

事
業
専
従
者
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
度
の
調
整
給
付
金
（
不

足
額
給
付
）
に
て
支
給
予
定
で
あ

る
。
な
お
、
所
得
１
千
万
円
以
上

の
方
の
配
偶
者
に
つ
い
て
は
今
年

度
の
申
告
で
は
配
偶
者
控
除
の
把

握
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
令
和
７

年
度
住
民
税
の
定
額
減
税
対
象
と

な
る
予
定
で
あ
る
。

議

案

第

８３

号

町
職
員
の
給
与
改
定
、
非

常
勤
職
員
は
ど
う
な
る

Q　
非
常
勤
職
員
は
当
て
は
ま
る

の
か
。

A　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い

て
も
、
こ
の
改
定
に
当
て
は
ま

る
。
一
般
職
員
の
行
政
職
給
料
表

１
級
に
格
付
け
を
し
て
い
る
。

Q　

地
域
手
当
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
町
で
は
変
更
し
な
い
と
い
う

こ
と
で
い
い
の
か
。

A　

地
域
手
当
に
つ
い
て
は
現
在

組
合
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
状

況
。
ま
だ
決
定
は
し
て
い
な
い
。

議

案

第

８４

号

町
民
カ
ー
ド
で
印
鑑
登
録

証
明
書
発
行

Q　
町
民
カ
ー
ド
を
持
参
し
役
場

に
行
く
と
印
鑑
証
明
を
取
得
で
き

る
が
他
は
で
き
な
い
の
か
。

A　
今
回
、
自
動
交
付
機
は
な
く

な
る
が
、
今
ま
で
持
っ
て
い
た
町

民
カ
ー
ド
で
印
鑑
登
録
さ
れ
て
い

た
方
は
印
鑑
登
録
証
と
し
て
窓
口

で
提
示
す
れ
ば
、
今
ま
で
ど
お
り

利
用
で
き
る
。

議

案

第

８５

号

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は

Q　
財
政
調
整
基
金
の
繰
り
入
れ

１
億
５
０
０
０
万
円
で
基
金
残
高

は
。
森
林
環
境
基
金
繰
り
入
れ
で

残
額
は
。

A　
令
和
６
年
度
末
の
残
額
は
財

政
調
整
基
金
は
９
億
３
６
０
０
万

円
。
森
林
環
境
基
金
は
９
６
９
万

円
。

Q　
財
政
調
整
基
金
が
、
ど
の
程

度
必
要
か
と
聞
い
て
き
た
。
ほ
ぼ

１０
億
円
位
と
し
て
き
た
が
大
丈
夫

な
の
か
。

A　

町
に
お
い
て
は
、
本
基
金
の

保
有
額
を
標
準
財
政
規
模
の
２０
％

を
確
保
す
る
と
定
め
て
お
り
、
そ

の
金
額
に
つ
い
て
は
約
９
億
か
ら

約
１０
億
円
程
度
。
町
で
定
め
て
い

る
基
金
保
有
額
の
基
準
は
満
た
し

て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

Q　
寄
附
者
御
礼
２
７
８
万
、
ふ

る
さ
と
納
税
シ
ス
テ
ム
使
用
料

１
２
３
万
、
あ
わ
せ
て
約
４
０
０

万
円
と
増
え
て
い
る
が
一
般
寄
附

金
に
は
１
７
９
万
し
か
増
額
が
書

か
れ
て
い
な
い
。
寄
附
増
加
に
対

し
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
割
合
で
コ
ス

ト
の
増
加
が
発
生
し
て
い
る
の

か
。

A　

歳
入
の一
般
寄
附
金
は
、
個

人
と
法
人
合
計
で
51
万
５
０
０
０

円
そ
れ
と
40
周
年
記
念
の
花
火
大

会
協
賛
金
で
合
計
１
７
９
万
円
と

な
る
。

Q　
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し
て
滑

川
町
は
流
出
自
治
体
で
あ
る
こ
と

は
変
わ
ら
な
い
か
。

A　
変
更
な
い
と
考
え
る
。

要望　
流
出
自
治
体
は
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
の
町
収
入
と
な
る
税

金
が
外
部
に
流
れ
て
し
ま
う
。
寄

附
額
と
コ
ス
ト
の
検
証
は
し
て
ほ

し
い
。

花
火
大
会
の
協
賛
金
を
一

般
会
計
に
入
れ
る
の
は
趣

旨
が
違
う

Q　
花
火
大
会
の
寄
附
金
を
花
火

大
会
の
予
算
に
入
れ
な
か
っ
た
の

は
何
故
か
。

A　

花
火
大
会
の
協
賛
金
に
つ
い

て
は
特
段
分
け
る
わ
け
で
も
な

く
、
一
般
寄
附
の
方
に
協
賛
金
を

入
れ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
一
般
寄

附
金
の
方
に
入
れ
た
も
の
。

Q　
花
火
大
会
の
た
め
の
寄
附
金

を
募
っ
た
の
に
一
般
会
計
に
入
れ

る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
協
賛

金
を
出
し
た
人
は
こ
の
お
金
で
花

火
が
上
が
っ
た
と
思
う
だ
ろ
う
。

趣
旨
が
違
う
。

A　

今
回
は
一
般
寄
附
と
い
う
こ

と
で
受
付
を
し
て
、
そ
の
寄
附
金

の
中
か
ら
花
火
大
会
の
費
用
の
方

も
出
し
て
い
る
。

物
価
対
策
交
付
金
は
年
末

に
間
に
合
わ
な
い
の
か

Q　

今
回
の
補
正
に
入
ら
な
か
っ

た
物
価
高
騰
の
低
所
得
者
向
け
の

交
付
金
に
つ
い
て
。
い
つ
に
な
る

の
か
。
年
末
年
始
に
間
に
合
わ
な

い
と
い
う
残
念
な
状
況
、
何
と
か

な
ら
な
い
の
か
。

A　

今
国
会
で
、
審
議
は
こ
れ
か

ら
。
町
で
予
想
す
る
金
額
が
約
６

千
万
円
程
度
。
国
か
ら
の
交
付
金

が
な
い
中
で
実
施
し
て
い
く
の
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
が
あ
る
。

Q　

国
会
で
決
ま
っ
た
と
い
う
場

合
の
町
で
の
対
応
は
。 

A　

シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
も
要

し
、
今
国
会
が
１２
月
２１
日
が
会
期

末
だ
。
年
内
で
の
支
給
は
非
常
に

難
し
い
。

つ
き
の
わ
駅
の
自
動
交
付

機
、
な
く
な
る
の
か

Q　
自
動
交
付
機
ブ
ー
ス
解
体
撤

去
工
事
費
、
工
事
全
体
は
い
く
ら

か
。

A　

支
出
の
見
込
み
額
が
現
在

４
１
２
万
５
千
円
と
、
計
上
し
て

い
る
。 

Q　
た
だ
、
無
く
な
る
だ
け
な
の

か
。

A　
つ
き
の
わ
の
駅
構
内
の
自
動

交
付
機
の
ブ
ー
ス
は
原
状
復
帰
さ

せ
る
。
通
常
の
通
路
に
な
る
。
庁

議
案
審
議

議
案
審
議

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ
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舎
北
側
の
自
動
交
付
機
コ
ー
ナ
ー

は
封
鎖
し
て
、
出
入
り
が
で
き
な

い
よ
う
に
す
る
。

Q　

せ
っ
か
く
、
つ
き
の
わ
駅
に

あ
る
の
だ
か
ら
何
か
お
知
ら
せ
的

な
も
の
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
ら

い
い
の
に
。
町
民
カ
ー
ド
が
使
え

な
く
な
る
の
で
は
と
破
棄
す
る
住

民
が
い
る
の
で
は
。
周
知
は
ど
う

か
。

A　
す
で
に
広
報
で
自
動
交
付
機

が
終
了
に
な
る
と
い
う
こ
と
と
今

後
は
印
鑑
登
録
証
と
し
て
使
う
こ

と
に
な
る
の
で
廃
棄
し
な
い
よ
う

に
と
注
意
喚
起
は
し
て
い
る
。

高
齢
者
補
聴
器
補
助
の
利

用
は
何
人

Q　
高
齢
者
補
聴
器
補
助
は
今
ま

で
何
人
に
助
成
し
た
の
か

A　
実
績
が
令
和
４
年
度
０
人
、

令
和
５
年
度
２
人
、
令
和
６
年
度

現
在
２
人
と
な
っ
て
い
る
。

生
ご
み
処
理
機
設
置
補
助

の
内
容
は

Q　
生
ご
み
処
理
機
設
置
費
補
助

は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

A　
生
ご
み
処
理
機
の
交
付
要
領

で
１
世
帯
当
た
り
２
機
を
上
限
と

し
て
、
そ
の
中
で
生
ゴ
ミ
処
理
機

に
つ
い
て
は
、
電
気
式
の
生
ゴ
ミ

処
理
機
と
コ
ン
ポ
ス
ト
の
購
入
補

助
。
金
額
は
上
限
が
１
万
４
千

円
。
生
ゴ
ミ
処
理
機
の
補
助
に
つ

い
て
現
状
で
６
年
度
は
電
気
式
の

発
議
第
４
号

滑
川
町
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正反　

　
　
対

　

私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
「
議
員
の
仕
事
が

見
え
な
い
、
声
が
伝
わ
ら
な
い
。

行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し

て
い
る
の
か
」
な
ど
な
ど
。
議
員

報
酬
の
引
き
下
げ
や
、
議
員
定
数

の
削
減
な
ど
の
声
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
声
が
出
て

く
る
の
か
。
住
民
に
私
た
ち
議
員

の
報
酬
に
つ
い
て
の
説
明
、
根
拠

が
伝
わ
っ
て
な
い
。
説
明
さ
れ
て

な
い
。
今
回
の
改
正
の
理
由
は
人

事
院
勧
告
が
あ
る
か
ら
と
説
明
が

あ
る
が
説
明
に
な
ら
な
い
。
住
民

か
ら
見
れ
ば
「
な
ぜ
人
事
院
勧
告

が
議
員
に
適
用
す
る
の
か
」
と
い

う
こ
と
だ
。
議
員
報
酬
は
あ
く
ま

で
も
住
民
の
福
祉
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
議
員
の
活
動
を
支
え
る
た

め
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
住
民
に

理
解
を
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
明
確
に
し

て
住
民
に
説
明
す
る
。
第
三
者
機

関
が
必
要
だ
。
全
国
の
自
治
体
で

は
既
に
７７
．
９
％
に
審
議
会
な
ど

が
設
置
を
さ
れ
て
い
る
。
説
明
責

任
、
そ
し
て
根
拠
を
問
わ
れ
て も

の
が
４
基
５
万
６
千
円
、
コ
ン

ポ
ス
ト
２
基
を
補
助
し
て
い
る
。

二
ノ
宮
山
の
ト
イ
レ
ま
だ

使
え
な
い
の
か

Q　
二
ノ
宮
山
の
水
道
は
ま
だ
直

ら
な
い
の
か
。
ト
イ
レ
は
ま
だ
使

え
な
い
の
か
。
何
カ
月
も
た
っ
て

い
る
の
で
早
く
修
理
を
。
迅
速
な

対
応
を
。

A　

８
月
の
落
雷
に
よ
っ
て
壊
れ

た
。
直
す
た
め
に
、
今
回
補
正
で

計
上
し
た
。

森
林
環
境
基
金
繰
入
金

Q　
伊
古
の
里
運
営
管
理
委
託
料

５
０
０
万
円
と
あ
る
が
、
委
託
費

に
環
境
基
金
が
使
え
る
の
か
。

A　
管
理
委
託
の
中
で
の
事
業
と

な
る
。
委
託
事
業
の
中
で
伐
採
を

内
容
と
し
、
妥
当
な
基
金
使
用
と

考
え
る
。

Q　
ど
れ
く
ら
い
の
面
積
を
伐
採・

整
備
、
桜
の
植
樹
を
す
る
の
か
。

A　

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
後
ろ
か
ら

展
望
塔
の
前
の
斜
面
が
予
定
地

だ
。
こ
の
５
０
０
万
円
は
ほ
ぼ
伐

採
費
用
で
、
桜
の
植
樹
は
宝
く
じ

の
資
金
を
活
用
す
る
。
面
積
は
お

よ
そ
２
０
０
０
～
３
０
０
０
㎡
で
あ

る
。

要望　

里
山
の
保
全
、
今
あ
る
望

ま
し
い
も
の
を
そ
の
ま
ま
残
し
て

い
く
と
い
う
理
念
も
あ
る
。
伐
採

は
里
山
保
全
の
観
点
も
留
意
し
な

が
ら
進
め
て
ほ
し
い
。

伊
古
の
里
に
桜
植
樹

Q　

伊
古
の
里
、
桜
の
植
樹
の

件
。
二
ノ
宮
山
を
桜
の
里
に
す
る

と
い
う
こ
と
か
。

A　
宝
く
じ
の
助
成
を
利
用
し
、

桜
の
苗
木
の
補
助
を
受
け
る
予

定
。
今
回
５０
本
程
度
。
伊
古
の

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
二
宮
山
の

展
望
棟
に
向
か
っ
て
、
植
裁
を
考

え
て
い
る
。

要望　
沢
山
桜
が
咲
い
た
ら
き
れ
い

な
山
に
な
る
。
舗
装
し
て
あ
る
道

路
に
つ
い
て
は
何
も
な
い
の
か
。

整
備
す
る
と
い
う
こ
と
な
ら
急
な

道
な
の
で
途
中
休
憩
ス
ペ
ー
ス
、

ベ
ン
チ
な
ど
あ
れ
ば
い
い
。
検
討

を
。８

月
の
豪
雨
に
よ
る
緊
急

対
策

Q　

雨
水
対
策
工
事
４
０
０
０
万

と
あ
る
が
、
工
事
規
模
な
ど
詳
細

は
。

請
願
第
３
号

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁

止
条
約
の
参
加
、
調
印
、

批
准
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
関
す
る
請
願

賛　
　
　
成

　

米
国
の
核
の
傘
が
日
本
を
中
国

や
北
朝
鮮
の
核
攻
撃
を
防
い
で
い

る
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
し
か

し
、
逆
に
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」

保
有
と
い
う
こ
と
で
沖
縄
な
ど
の

ミ
サ
イ
ル
基
地
建
設
や
弾
薬
庫
化

や
米
軍
も
核
を
強
化
し
て
い
る
。

相
手
国
か
ら
見
れ
ば
脅
威
だ
。
核

軍
拡
の
負
の
連
鎖
が
起
き
て
い

る
。「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
に
は

国
連
加
盟
国
の
半
数
近
い
94
か
国

が
署
名
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
国
々

は
「
核
の
傘
」
も
な
い
、
核
兵
器

の
開
発
も
製
造
も
し
な
い
、
そ
れ

で
も
核
の
脅
威
か
ら
逃
れ
る
方
法

と
し
て
こ
の
道
を
選
び
、
団
結
し

て
核
保
有
国
に
核
廃
絶
を
迫
っ
て

い
る
。
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本

政
府
は
そ
の
先
頭
に
立
つ
べ
き

だ
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
し
た

日
本
被
団
協
の
田
中
照
巳
さ
ん
は

「
被
爆
者
の
運
動
が
核
兵
器
を
使
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
規
範
を
確

立
さ
せ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
日

そ
の
規
範
が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て

い
る
。
核
兵
器
廃
絶
の
先
頭
に
立

つ
べ
き
政
府
は
そ
れ
に
逆
行
し
て

A　
宮
前
小
学
校
で
は
浄
化
槽
の

入
替
工
事
を
来
年
度
に
予
定
し
て

お
り
、
実
施
設
計
を
今
年
度
進
め

て
い
る
。
実
際
に
入
替
え
を
す
る

浄
化
槽
の
配
置
が
決
ま
り
、
そ
の

用
地
の
伐
採
抜
根
に
な
る
。
現
在

使
っ
て
い
る
浄
化
槽
の
北
側
で
、

面
積
は
２
６
４
㎡
。
そ
こ
に
あ
る

木
を
伐
採
伐
根
・
処
分
、
そ
の
後

に
整
地
す
る
工
事
で
あ
る
。
年
度

内
に
終
わ
る
予
定
だ
。

Q　

現
在
使
っ
て
い
る
浄
化
槽
は

撤
去
す
る
の
か
、
残
す
の
か
。

A　
既
存
の
浄
化
槽
は
、
中
の
設

備
は
撤
去
す
る
が
、
そ
の
外
郭
は

残
し
防
火
水
槽
と
し
て
今
後
利
用

す
る
予
定
だ
。

部
活
動
指
導
者
謝
金
３
万
円

Q　

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の

か
。
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
わ

る
も
の
か
。

A　

滑
川
中
学
校
の
バ
レ
ー
部
に

新
た
に
外
部
指
導
者
を
招
い
た
。

滑
川
町
在
住
の
、
大
学
で
の
指
導

を
行
っ
て
い
る
方
で
あ
る
。
他
の

部
活
動
の
外
部
指
導
者
と
同
様
、

1
回
に
つ
き
１
０
０
０
円
を
支
払
っ

て
お
り
、
30
回
を
見
込
ん
で
3
万

円
と
し
た
。
こ
の
謝
金
は
、
部
活

動
の
地
域
移
行
に
直
接
関
わ
る
も

の
で
は
な
い
。

A　
町
道
２
３
１
号
線
外
雨
水
対

策
工
事
に
つ
い
て
、
歩
道
の
歩
車

道
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
の
集
水
す
る
グ

レ
ー
チ
ン
グ
蓋
を
水
が
入
り
や
す

い
も
の
に
変
え
る
工
事
を
行
う
。

み
な
み
野
地
内
は
、
森
林
公
園
の

駅
前
か
ら
工
業
団
地
に
向
か
う
道

路
を
中
心
に
計
36
ヶ
所
を
行
う
。

同
様
に
滑
川
総
合
高
校
の
西
側
の

通
り
で
、
８
月
に
冠
水
し
た
箇
所

周
辺
の
低
く
な
っ
て
い
る
所
を
中

心
に
13
ヶ
所
で
行
う
。

　

加
え
て
月
の
輪
地
内
に
つ
い
て

は
、
6
ｍ
道
路
に
道
路
横
断
側
溝

を
70
㎝
幅
の
も
の
を
4
ヶ
所
、
30
㎝

幅
の
も
の
を
1
ヶ
所
、
計
5
ヶ
所

を
計
画
中
だ
。

伐
採
抜
根
等
工
事
費
宮
前

小
学
校
３
４
１
万
円

Q　

場
所
と
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

月の輪小学校隣接道路：交換されたグレーチング蓋

伊古の里：伐採と桜植樹予定地
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発
議
第
４
号

滑
川
町
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正反　

　
　
対

　

私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
「
議
員
の
仕
事
が

見
え
な
い
、
声
が
伝
わ
ら
な
い
。

行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し

て
い
る
の
か
」
な
ど
な
ど
。
議
員

報
酬
の
引
き
下
げ
や
、
議
員
定
数

の
削
減
な
ど
の
声
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
声
が
出
て

く
る
の
か
。
住
民
に
私
た
ち
議
員

の
報
酬
に
つ
い
て
の
説
明
、
根
拠

が
伝
わ
っ
て
な
い
。
説
明
さ
れ
て

な
い
。
今
回
の
改
正
の
理
由
は
人

事
院
勧
告
が
あ
る
か
ら
と
説
明
が

あ
る
が
説
明
に
な
ら
な
い
。
住
民

か
ら
見
れ
ば
「
な
ぜ
人
事
院
勧
告

が
議
員
に
適
用
す
る
の
か
」
と
い

う
こ
と
だ
。
議
員
報
酬
は
あ
く
ま

で
も
住
民
の
福
祉
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
議
員
の
活
動
を
支
え
る
た

め
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
住
民
に

理
解
を
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
明
確
に
し

て
住
民
に
説
明
す
る
。
第
三
者
機

関
が
必
要
だ
。
全
国
の
自
治
体
で

は
既
に
７７
．
９
％
に
審
議
会
な
ど

が
設
置
を
さ
れ
て
い
る
。
説
明
責

任
、
そ
し
て
根
拠
を
問
わ
れ
て

も
、
こ
の
審
議
会
の
中
で
十
分
そ

れ
を
説
明
し
て
い
く
。
そ
う
い
っ

た
場
を
作
ら
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま

で
経
っ
て
も
根
拠
説
明
が
つ
か
な

い
。
こ
の
よ
う
な
条
例
改
正
に
つ

い
て
は
反
対
だ
。

賛　
　
　
成

　
労
働
基
本
権
が
制
約
さ
れ
る
国

家
公
務
員
に
は
、
人
事
院
に
よ
る

給
与
や
勤
務
条
件
に
関
す
る
改
定

の
勧
告
が
な
さ
れ
、
地
方
公
務
員

は
国
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体
の

職
員
並
び
に
民
間
事
業
の
従
事
者

の
給
与
等
を
考
慮
し
て
定
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

今
年
は
俸
給
3
％
引
上
げ
、
期
末

勤
勉
手
当
支
給
率
０
・
１
ヶ
月
分

引
上
等
の
人
事
院
勧
告
が
あ
っ

た
。

　

町
の一
般
職
員
は
議
案
第
83
号

で
、
町
長
等
の
特
別
職
は
議
案
第

82
号
で
審
議
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。 

　

議
員
の
報
酬
自
体
を
上
げ
る
場

合
は
審
議
会
等
の
審
議
も
必
要
と

思
う
が
、
本
議
案
は
期
末
勤
勉
手

当
の
支
給
率
の
み
を
他
の
公
務
員

と
同
様
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ

り
、
物
価
高
に
対
す
る
社
会
全
体

の
給
与
水
準
の
引
き
上
げ
が
求
め

ら
れ
る
中
で
、
民
間
の
給
与・ボ
ー

ナ
ス
支
給
が
改
善
さ
れ
て
い
る
流

れ
を
止
め
な
い
た
め
に
も
速
や
か

に
議
会
に
お
い
て
も
対
応
す
べ
き

と
考
え
、
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

請
願
第
３
号

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁

止
条
約
の
参
加
、
調
印
、

批
准
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
関
す
る
請
願

賛　
　
　
成

　

米
国
の
核
の
傘
が
日
本
を
中
国

や
北
朝
鮮
の
核
攻
撃
を
防
い
で
い

る
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
し
か

し
、
逆
に
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」

保
有
と
い
う
こ
と
で
沖
縄
な
ど
の

ミ
サ
イ
ル
基
地
建
設
や
弾
薬
庫
化

や
米
軍
も
核
を
強
化
し
て
い
る
。

相
手
国
か
ら
見
れ
ば
脅
威
だ
。
核

軍
拡
の
負
の
連
鎖
が
起
き
て
い

る
。「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
に
は

国
連
加
盟
国
の
半
数
近
い
94
か
国

が
署
名
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
国
々

は
「
核
の
傘
」
も
な
い
、
核
兵
器

の
開
発
も
製
造
も
し
な
い
、
そ
れ

で
も
核
の
脅
威
か
ら
逃
れ
る
方
法

と
し
て
こ
の
道
を
選
び
、
団
結
し

て
核
保
有
国
に
核
廃
絶
を
迫
っ
て

い
る
。
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本

政
府
は
そ
の
先
頭
に
立
つ
べ
き

だ
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
し
た

日
本
被
団
協
の
田
中
照
巳
さ
ん
は

「
被
爆
者
の
運
動
が
核
兵
器
を
使
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
規
範
を
確

立
さ
せ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
日

そ
の
規
範
が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て

い
る
。
核
兵
器
廃
絶
の
先
頭
に
立

つ
べ
き
政
府
は
そ
れ
に
逆
行
し
て

１ 

核
兵
器
で
の
威
嚇

２ 

領
内
又
は
管
理
地
域
に
核
兵

器
や
そ
の
他
の
核
爆
発
装
置
を
配

備
、
設
置
又
は
展
開
す
る
こ
と
を

容
認
す
る
こ
と

　

批
准
す
る
と
日
本
が
他
国
か
ら

核
で
攻
撃
を
受
け
る
可
能
性
が
あ

る
時
、
守
る
た
め
に
同
盟
国
が
領

土
、
領
海
に
核
を
持
ち
込
む
こ
と

は
で
き
な
い
。
国
際
司
法
裁
判
所

は
、「
国
家
が
存
亡
の
危
機
に
あ

る
時
、
核
兵
器
の
使
用
が
合
法
か

違
法
か
判
断
を
下
せ
な
い
」
と
述

べ
て
い
る
。
日
本
は
、
民
主
主
議

国
家
で
は
な
い
核
兵
器
を
持
っ
た

国
々
に
囲
ま
れ
た
地
理
的
状
況

で
、
日
米
安
保
条
約
に
よ
り
、
米

軍
と
自
衛
隊
に
よ
り
領
土
・
領
海
・

国
民
の
命
は
、
72
年
間
守
ら
れ
て

き
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘

で
、
今
日
ま
で
平
和
を
保
っ
て
い

る
。
米
は
日
本
の
批
准
に
反
対
で

あ
る
。
批
准
す
る
と
安
全
保
障
政

策
の
変
更
が
必
要
。

反　
　
　
対

　

現
実
的
に
は
米
国
の
核
抑
止
力

に
依
存
す
る
日
本
が
直
ち
に
核
禁

条
約
に
批
准
で
き
な
く
と
も
、
唯

一の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
わ
が
国

が
締
約
国
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
加
し
、
核
保
有
国
と
非

保
有
国
と
対
話
し
な
が
ら
実
質
的

な
橋
渡
し
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

い
る
。
全
力
投
球
し
て
日
本
政
府

に
署
名
批
准
さ
せ
た
い
」。
こ
の

被
団
協
の
決
意
に
こ
た
え
て
請
願

採
択
す
る
べ
き
だ
。

賛　
　
　
成

　

核
兵
器
は
人
類
の
文
明
を
根
底

か
ら
覆
し
、
地
球
環
境
を
永
久
に

破
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
最
も
破

壊
的
な
兵
器
で
あ
る
。
核
兵
器
の

使
用
は
国
際
人
道
法
に
違
反
し
、

い
か
な
る
状
況
下
で
も
正
当
化
で

き
な
い
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
核
兵
器

の
な
い
平
和
な
世
界
を
実
現
す
る

た
め
に
不
可
欠
な
条
約
で
あ
る
。

こ
の
条
約
は
、
日
本
の
安
全
保
障

を
損
な
う
も
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
新
た
な
安
全
保
障
概
念
の
構
築

を
促
し
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日

本
の
地
位
を
向
上
さ
せ
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。

　

日
本
は
被
爆
国
と
し
て
、
こ
の

条
約
へ
の
署
名
と
、
核
兵
器
廃
絶

に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ

る
べ
き
だ
。

　

全
国
の
地
方
議
会
か
ら
の
意
見

書
提
出
は
、
国
民
の
強
い
願
い
を

政
府
に
示
し
、
国
際
社
会
へ
の
発

信
力
を
高
め
る
に
は
有
効
な
手
段

で
あ
る
こ
と
か
ら
請
願
採
択
を
。

反　
　
　
対

核
兵
器
禁
止
条
約
第一条

締
約
国
は
い
か
な
る
状
況
で
も
次

の
こ
と
を
実
施
し
な
い
。

討　　論
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総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
報
告

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
報
告

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

期
日　
令
和
6
年
10
月
29
日

場
所　
大
字
月
輪
地
内
及
び
み
な
み
野
地
内

目
的　

�

①
道
路
改
良
工
事
及
び
流
末
排
水
路

修
繕
等
工
事
の
現
地
視
察

　
　
　

�

②
配
水
管
敷
設
工
事
及
び
残
土
処
分

場
の
現
地
視
察

　
工
事
現
場
の
視
察
を
行
い
進
捗
状
況
・
課

題
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

期
日　
令
和
6
年
11
月
18
日

場
所　
と
き
が
わ
町
役
場
第
二
庁
舎

目
的　

�

と
き
が
わ
町
に
お
け
る
森
林
環
境
譲

与
税
の
活
用
状
況
を
調
査
し
、
今
後

の
町
で
の
活
用
の
検
討
材
料
と
す
る

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
と
き
が
わ
町
で
の
活

用
状
況
及
び
と
き
が
わ
町
が
富
士
見
市
と
締

結
し
た
「
森
林
整
備
に
関
す
る
協
定
」
等
に

つ
い
て
調
査
・
確
認
を
行
っ
た
。

期
日　
令
和
６
年
10
月
17
日

場
所　
①
オ
リ
ッ
ク
ス
資
源
循
環
株
式
会
社 

　
　
　
②
株
式
会
社
エ
コ
計
画

　
　
　
③
埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

目
的　

�

滑
川
町
が
委
託
す
る
ゴ
ミ
の
処
分
先

を
視
察
す
る

　

寄
居
町
の
彩
の
国
資
源
循
環
工
場
内
に
あ

る
オ
リ
ッ
ク
ス
資
源
循
環
㈱
は
燃
え
る
ゴ
ミ

の
処
理
先
で
あ
る
。
ゴ
ミ
収
集
車
か
ら
ゴ
ミ

を
排
出
す
る
ピ
ッ
ト
で
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
開
閉

時
間
を
短
く
し
臭
気
を
遮
断
す
る
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
た
。
メ
タ
ン
発
酵
方
式
の
タ
ン
ク

は
無
人
で
焼
却
方
式
と
の
差
を
感
じ
た
。

期
日　
令
和
６
年
11
月
5
日

場
所　
①
月
の
輪
小
学
校　
②
滑
川
中
学
校

目
的　

�

小
学
校
の
英
語
授
業
、
中
学
校
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
活
用
授
業
を
視
察
す
る

　

月
の
輪
小
学
校
で
は
、
英
語
を
母
国
語
と

す
る
外
国
人
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
英
語

専
科
の
教
師
に
よ
る
英
語
授
業
を
視
察
。
滑

川
中
学
校
で
は
、
生
徒
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

用
し
、
教
師
は
板
書
で
は
な
く
パ
ソ
コ
ン
画

面
を
投
影
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し

て
い
た
。
自
ら
調
べ
る
姿
勢
を
重
視
し
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。

森林環境譲与税活用会議 ときがわ産木材を活用した
木のおもちゃ

埼玉県環境整備センター：
ゴミ焼却灰等の最終埋立地

滑川中学校：タブレットを
活用した授業

町道 102 号線配水管敷設替工事
（月輪）

町道 116 号線舗装修繕工事
（みなみ野）

オリックス資源循環株式会社：
メタン発酵式タンク

月の輪小学校：英語専科教師と
英語指導助手（ALT）による授業
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●議事録 ※次の定例会までに公開
　滑川町ホームページ→議会→会議録

●議会音声配信 ※議会後、３営業日以内に配信
　�滑川町ホームページ→議会→議会音声インターネット配信（録音）→滑川町
議会音声インターネット配信

一般質問とは：�議員が町の行財政にわたる執行状況や将来への方針等について所信を聞
き、報告や説明を求め疑問点を問い質すこと

議 会

P ８P ８
西
宮
　
俊
明
　
議
員

西
宮
　
俊
明
　
議
員

◦�

福
田
小
学
校
、
月
の
輪
小
学
校
、
滑
川
中
学
校

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
と
、
宮
前
小
学

校
の
体
育
館
建
替

◦
町
の
防
災
施
策

◦
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
町
づ
く
り

P ９P ９
内
田
　
敏
雄
　
議
員

内
田
　
敏
雄
　
議
員

◦
空
き
家
対
策

◦
高
齢
者
の
犯
罪
被
害
防
止

P10P10
谷
嶋
　
稔
　
議
員

谷
嶋
　
稔
　
議
員

◦
小
規
模
事
業
者
支
援
対
策
、
創
業
支
援

P11P11
中
西
　
文
寿
　
議
員

中
西
　
文
寿
　
議
員

◦
月
輪
球
場
の
利
用

◦
公
園
等
の
ト
イ
レ
整
備

一般質問ここがここが
聞きたい聞きたい町町政政をを問問うう

P12P12
阿
部
　
弘
明
　
議
員

阿
部
　
弘
明
　
議
員

◦
土
塩
ふ
れ
あ
い
祭
で
の
町
長
の
選
挙
活
動

◦�

条
例
制
定
後
設
置
さ
れ
た
太
陽
光
発
電
施
設
の

管
理
が
適
切
か

◦�

広
報
な
め
が
わ
に
載
っ
た
「
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
」
試
験
募
集
案
内
は
職
安
法
違
反
で
は

P13P13
上
野
　
葉
月
　
議
員

上
野
　
葉
月
　
議
員

◦
ゴ
ミ
処
理

◦�

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
・
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

◦
防
災
に
お
け
る
避
難
所

P14P14
赤
沼
　
正
副
　
議
員

赤
沼
　
正
副
　
議
員

◦
来
年
度
予
算
編
成
及
び
財
政
運
営

◦
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

P15P15
原
　
徹
　
議
員

原
　
徹
　
議
員

◦
災
害
拠
点
の
上
下
水
道
の
耐
震
化

◦
つ
き
の
わ
駅
前
の
整
備
・
管
理

◦�

大
塚
町
長
、
就
任
か
ら
２
年
が
経
過
し
た
評
価

と
今
後
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防災に特化した危機管理
体制を早急に構築していく

町の防災に係る方針と
対策問

答

小
中
学
校
体
育
館
の
エ

ア
コ
ン

問　
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
は
。

答　
小
学
校
の
置
換
型
は
電
気

を
使
い
必
要
な
部
分
を
冷
や
す
。

暖
房
は
足
元
に
温
風
を
送
る
。
従

来
の
型
よ
り
20
％
～
30
％
省
エ
ネ

効
果
が
あ
る
。
中
学
校
輻
射
パ
ネ

ル
式
は
リ
ス
ク
分
散
の
観
点
か
ら

も
電
気
で
は
な
く
ガ
ス
を
使
う
。

風
を
起
こ
さ
な
い
。

　
令
和
８
年
３
月
の
卒
業
式
に
は

稼
働
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

要望 

エ
ア
コ
ン
設
置
が
体
育
館
建

替
時
と
な
る
宮
前
小
学
校
の
計
画

が
一
日
も
早
く
進
む
こ
と
を
願
う
。

町
の
防
災
施
策

問　
８
月
集
中
豪
雨
を
受
け
て

の
治
水
対
策
の
進
捗
状
況
は
。

答　
町
道
や
水
路
の
補
修
、
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
・
グ
レ
ー
チ
ン
グ
交

換
、
除
塵
機
の
改
修
な
ど
、
予
定

も
含
め
５
千
万
円
以
上
の
費
用
を

か
け
て
行
っ
て
い
る
。

問　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導

入
に
つ
い
て
町
長
の
見
解
は
。

答　
災
害
時
の
力
強
い
支
援
と

な
る
こ
と
や
、
平
時
も
活
用
で
き

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
現
時
点
で
は
、
防
災

に
特
化
し
た
危
機
管
理
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入

時
期
は
明
言
で
き
な
い
が
、
そ
う

し
た
あ
る
程
度
の
防
災
体
制
を
作

り
上
げ
て
か
ら
に
な
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
町
づ
く
り

問　
今
後
の
町
の
公
共
施
設
の

車
い
す
使
用
者
へ
の
配
慮
は
。

答　
「
埼
玉
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
に
基
づ
き
、
駐
車
場
・

出
入
口
か
ら
ト
イ
レ
を
は
じ
め
と

す
る
施
設
全
般
に
お
い
て
快
適
に

利
用
で
き
る
よ
う
整
備
に
努
め
る
。

問　
車
い
す
で
利
用
で
き
る

ト
イ
レ
の
一
覧
や
マ
ッ
プ
の
作

成
は
。

答　
一
覧
表
を
作
成
し
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
提
供
に
努
め

る
。
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
ピ
ク
ト

グ
ラ
ム
等
で
表
示
す
る
な
ど
、
関

係
部
署
に
依
頼
し
調
整
を
図
る
。

問　
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く

障
碍
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ

た
施
策
は
。

答　
無
理
解
・
偏
見
・
差
別
を

な
く
す
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

が
重
要
。
そ
の
た
め
『
ふ
く
し
の

か
た
ち
展
』『
中
学
生
に
よ
る
障

害
者
用
駐
車
場
の
塗
装
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
等
の
啓
発
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。

西西
にしみやにしみや

宮宮  俊俊
としあきとしあき

明明  議員議員

ふくしのかたち展

中学生による「障害者駐車場カラープロジェクト」
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空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　
空
家
対
策
法
が
改
正
さ

れ
自
治
体
の
権
限
が
強
化
さ
れ

た
が
町
の
現
状
は
。

答　
相
談
窓
口
を
建
設
課
に
設

置
し
て
対
応
し
て
い
る
。

問　
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
改
正

さ
れ
、「
特
定
空
家
等
」
に
該

当
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
に

あ
る
「
管
理
不
全
空
家
等
」
の

区
分
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
れ
に

伴
い
法
に
定
め
る
指
導
勧
告
や

町
が
管
理
不
全
空
家
等
に
報
告

徴
収
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
管
理
不
全
空
家
対
策
の
現

状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
令
和
４
年
１
月
の
調
査
で

は
町
内
に
１
３
６
戸
の
空
家
が
確

認
さ
れ
、
内
、
町
外
所
有
者
は

１
０
４
件
に
な
っ
て
い
る
。
空
家

に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
窓
口
は

建
設
課
都
市
計
画
担
当
と
し
て
い

る
。
空
き
家
に
関
す
る
問
題
を
幅

広
く
受
付
、
相
談
・
苦
情
等
の
内

容
を
精
査
把
握
し
た
上
で
、
各
課

担
当
へ
引
き
継
ぎ
専
門
的
な
調
査

を
行
い
、
問
題
解
決
へ
の
対
策
を

実
施
し
て
い
る
。
空
き
家
を
起
因

と
す
る
防
犯
防
災
等
の
問
題
化
を

予
防
す
る
た
め
、
空
家
所
有
者
等

へ
適
切
な
維
持
管
理
の
実
施
に
つ

い
て
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

空
家
所
有
者
等
か
ら
管
理
に
関
す

る
相
談
を
受
け
た
場
合
に
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
締
結
す
る

「
空
き
家
と
適
正
管
理
に
関
す
る

申
し
合
わ
せ
」
に
基
づ
き
、
所
有

者
等
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
取
次
ぎ
を
行
い
、
見
回
り
、
報

告
、
除
草
、
植
栽
の
剪
定
を
行
う

空
き
家
管
理
業
務
の
締
結
を
推
進

し
て
い
る
。
現
在
県
が
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
て
い
る
の
で
、
近
隣

市
町
村
の
動
向
に
注
意
し
な
が
ら

関
係
部
署
と
調
整
し
て
進
め
て
い

き
た
い
。

高
齢
者
の
犯
罪
被
害
防

止
に
つ
い
て

問　
町
内
の
体
感
治
安
が
悪

化
し
て
高
齢
者
の
不
安
が
高

ま
っ
て
い
る
。

答　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の

対
策
や
犯
罪
発
生
情
報
を
広
報
誌

や
S
N
S
等
で
注
意
喚
起
し
、
警

察
署
と
連
携
し
パ
ト
ロ
ー
ル
の
回

数
を
増
や
す
等
の
対
策
を
講
じ
て

い
る
。

問　
最
近
匿
名
・
流
動
型
犯

罪
グ
ル
ー
プ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
連

日
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
町
内
で
は
盗
難
事
件
や

不
審
者
侵
入
事
件
が
あ
り
、
町

内
の
体
感
治
安
が
悪
化
し
て
い

る
。
過
去
の
一
般
質
問
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
つ
い
て
は
前
向
き
な
回
答

は
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
県
内

の
自
治
体
で
一
般
家
庭
へ
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
に
対
し
て
補
助

金
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。
町
で
は
高
齢
者
の
一
人

暮
ら
し
や
高
齢
者
２
人
だ
け
の

世
帯
が
増
え
て
い
る
。
高
齢
者

は
隙
が
生
ま
れ
や
す
く
、
犯
罪

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
や
す
い

と
言
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
て
町
の
施
策
を
伺
い

た
い
。

答　
全
国
的
に
一
般
家
庭
個
人
宅

を
狙
っ
た
侵
入
窃
盗
が
発
生
し
不

安
に
感
じ
て
い
る
方
が
多
い
の
は

認
識
し
て
い
る
。
町
で
は
こ
の
よ

う
な
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対

策
や
犯
罪
発
生
情
報
を
広
報
誌
や

回
覧
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ラ
イ
ン

で
周
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
犯
罪

被
害
や
未
遂
の
事
案
が
発
生
し
た

際
に
は
、
防
災
無
線
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。
警
察

署
と
も
連
携
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の

回
数
を
増
や
す
等
の
対
策
を
講
じ

て
い
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
当

た
っ
て
は
町
内
全
体
に
満
遍
な
く

防
犯
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
設

建設課に相談窓口を
設置して対応している

管理不全空家の現状は問

答

置
箇
所
を
選
定
す
る
検
討
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
個

人
宅
を
狙
っ
た
侵
入
窃
盗
へ
の
対

策
と
し
て
は
、
各
家
庭
で
の
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
が
有
効
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
街
頭
へ
の
カ
メ
ラ
設
置
と

各
家
庭
で
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
等

へ
の
補
助
を
比
較
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
単
身
高

齢
者
が
狙
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い

傾
向
で
あ
る
こ
と
か
ら
高
齢
介
護

課
と
も
連
携
し
な
が
ら
被
害
防
止

を
図
っ
て
い
く
。

人が被害者となった刑法犯 認知件数（主な罪名別、被害者の年齢層別）（令和３年）

警察庁の統計より抜粋

罪　　　　　名 総　　数 13 歳未満 13 ～ 19 歳 20 ～ 29 歳 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 64 歳 65 歳以上
女子・女性 女子 女子 女性 女性 女性 女性 女性

総　　　　　数 346,630 124,191 8,268 3,402 48,779 16,463 70,723 27,437 51,234 17,180 52,810 16,501 57,182 17,231 57,634 25,977
(100.0) (2.4) (14.1) (20.4) (14.8) (15.2) (16.5) (16.6)

〔35.8〕 〔41.1〕 〔33.8〕 〔38.8〕 〔33.5〕 〔31.2〕 〔30.1〕 〔45.1〕
殺　　　　 人 868 349 55 23 39 25 139 49 116 38 110 43 171 59 238 112
強　　　　 盗 1,039 391 5 4 65 32 236 79 168 63 175 53 236 82 154 78
強 制 性 交 等 1,388 1,330 171 151 452 435 542 527 126 122 65 64 21 20 11 11
暴　　　　 行 26,436 12,098 1,104 420 2,433 1,108 5,729 3,081 4,976 2,402 4,770 2,169 4,557 1,647 2,867 1,271
傷　　　　 害 18,145 7,066 849 270 1,837 525 4,072 1,821 3,344 1,399 3,032 1,238 3,014 1,000 1,997 813
脅　　　　 迫 3,868 1,799 53 23 406 267 799 463 616 258 780 323 790 292 424 173
恐　　　　 喝 1,208 234 2 - 268 38 421 87 158 30 174 36 133 25 52 18
窃　　　　 盗 266,361 83,611 5,168 1,771 41,419 12,416 55,148 18,797 39,200 11,523 40,854 11,290 44,441 12,650 40,131 15,164
詐　　　　 欺 22,218 12,782 5 2 425 246 2,082 1,054 2,047 929 2,484 1,004 3,556 1,292 11,619 8,255
横　　　　 領 427 98 - - 7 3 44 12 66 8 98 18 120 23 92 34
強制わいせつ 4,283 4,111 748 659 1,210 1,164 1,464 1,436 409 404 262 260 141 140 49 48
略取誘拐・人身売買 389 322 108 79 218 204 47 31 8 4 6 3 2 1 - -

内内
う ち だう ち だ

田田  敏敏
と し おと し お

雄雄  議員議員
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今年度は、5回の創業塾
を実施

創業支援について問

答

問　
滑
川
町
で
は
、
今
ま
で

ど
の
よ
う
な
創
業
支
援
、
起
業

支
援
を
行
っ
て
き
た
か
。

答　
令
和
３
年
度
と
令
和
４
年

度
は
年
間
４
回
の
創
業
塾
を
実

施
、
令
和
５
年
度
は
年
間
４
回
の

創
業
塾
と
10
回
の
創
業
者
個
別
相

談
を
実
施
、
今
年
度
に
於
い
て
は

創
業
塾
の
前
段
と
し
て
創
業
の
基

本
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
一
回
実
施

後
に
５
回
の
創
業
塾
を
実
施
し
て

い
る
。
創
業
後
の
方
を
対
象
と
し

た
「
滑
川
町
起
業
家
意
見
交
流

会
」
を
今
年
度
中
に
４
回
実
施
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
創
業

塾
は
国
か
ら
認
定
を
受
け
た
「
特

定
創
業
支
援
事
業
」
の
対
象
で
あ

り
、
４
日
間
以
上
受
講
さ
れ
た
方

に
は
町
で
証
明
書
の
発
行
を
行
っ

て
お
り
、
証
明
書
が
発
行
さ
れ
た

創
業
者
に
向
け
た
各
種
有
益
な
制

度
も
あ
る
。

問　
滑
川
町
は
、
今
ま
で
ど

の
よ
う
な
小
規
模
事
業
者
、
支

援
対
策
を
行
っ
て
き
た
か
。

答　
町
の
支
援
策
に
つ
い
て

は
、
商
工
会
が
指
導
す
る
中
小
企

業
者
に
対
し
、
事
業
継
続
に
伴
う

融
資
資
金
の
利
子
補
給
事
業
や
中

小
企
業
信
用
保
険
法
に
基
づ
く

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証
を
コ

ロ
ナ
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
更

に
令
和
２
年
度
か
ら
「
経
営
革
新

支
援
計
画
」
に
基
づ
い
た
様
々
な

相
談
業
務
を
商
工
会
が
行
う
事
で

小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
各
種
支

援
も
行
っ
て
き
て
い
る
。

問　
創
業
塾
の
受
講
者
を
増

や
す
た
め
に
は
創
業
塾
の
募
集

の
宣
伝
を
商
工
会
だ
け
で
は
な

く
、
町
と
し
て
も
「
滑
川
町
の

ラ
イ
ン
」
や
広
報
誌
「
な
め
が

わ
」
で
も
募
集
宣
伝
を
し
た
ほ

う
が
良
い
の
で
は
と
考
え
る
が

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
受
講
者
募
集
の
チ
ラ
シ
に

つ
い
て
は
商
工
会
か
ら
依
頼
を
受

け
、
各
行
政
区
に
向
け
た
全
戸
配

布
や
広
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い

る
。
ま
た
共
同
主
催
者
で
あ
る
商

工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
知
ら
せ

欄
に
も
満
載
さ
れ
て
い
る
。
町
の

公
式
ラ
イ
ン
を
含
め
た
広
報
活
動

を
今
後
も
実
施
し
た
い
と
考
え
る

が
、
共
同
主
催
者
で
あ
る
商
工
会

と
も
連
携
し
て
宣
伝
方
法
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
。

問　
自
宅
を
利
用
し
て
商
売

す
る
人
が
増
え
て
き
て
い
る
。

一
番
苦
労
す
る
の
が
宣
伝
で
あ

る
。

　
さ
く
ら
ま
つ
り
・
滑
川
ま
つ

り
の
時
に
無
料
で
宣
伝
場
所
を

提
供
す
る
な
ど
商
工
会
と
町
が

協
力
し
て
助
け
て
あ
げ
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答　
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
町
長
か

ら
も
指
示
を
受
け
て
お
り
、
観
光

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
等
で
今
年
度
は
多
く
の

記
事
を
掲
載
し
て
き
て
い
る
。
町

の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
い
う
側
面
を
持
っ

た
新
規
開
拓
情
報
と
い
っ
た
よ
う

な
広
報
活
動
は
行
え
る
の
で
は
な

い
か
。
町
で
行
う
各
お
祭
り
は
商

工
会
と
の
連
携
に
よ
り
成
り
立
っ

て
い
る
。
商
工
会
の
会
員
に
な
っ

て
い
た
だ
い
た
事
業
者
で
あ
れ
ば

商
工
会
か
ら
の
応
援
も
あ
り
、
円

滑
に
進
む
と
考
え
ら
れ
る
。
各
お

祭
り
は
出
店
者
数
も
多
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
今
後
は
出
店
者
を
抽

選
に
よ
り
決
定
す
る
と
い
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
時
期
と
な
っ
て
い

る
。
可
能
か
ど
う
か
も
含
め
て
商

工
会
や
滑
川
ま
つ
り
実
行
委
員
会

の
中
で
協
議
が
必
要
で
あ
る
。
商

工
業
者
の
皆
さ
ん
が
活
気
づ
く
事

は
町
が
活
気
づ
く
一
つ
の
要
素
と

も
考
え
る
が
、
協
議
が
必
要
な
事

で
も
あ
る
の
で
今
後
の
課
題
と
し

て
ご
理
解
を
頂
き
た
い
。

問　
道
の
駅
を
考
え
た
こ
と

は
な
い
か
、
今
後
造
る
考
え
は

な
い
か
。

答　
第
３
次
総
合
振
興
計
画
作

成
に
伴
う
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

で
「
買
い
物
環
境
が
不
便
で
あ

る
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
事
か

ら
、
道
の
駅
を
含
め
た
商
業
施
設

に
つ
い
て
協
議
し
た
事
が
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
場
所
に
つ
い
て
は

ベ
イ
シ
ア
と
カ
イ
ン
ズ
が
あ
る
エ

リ
ア
で
あ
る
。
当
時
は
開
発
に
伴

う
規
制
等
の
改
正
や
地
元
の
メ

リ
ッ
ト
等
の
総
合
判
断
に
よ
り
道

の
駅
を
除
い
た
商
業
施
設
計
画
に

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
後
の
道

の
駅
に
つ
い
て
の
検
討
に
つ
い
て

は
総
合
振
興
計
画
等
で
判
断
す
る

も
の
と
考
え
る
。

問　
商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
や
す
く
す
る
た
め
に
、

新
し
く
す
る
と
予
算
が
必
要
に

な
る
。
予
算
を
つ
け
る
考
え
は

あ
る
か
。

答　
町
か
ら
商
工
会
へ
交
付
す

る
補
助
金
は
交
付
要
綱
に
沿
っ
て

交
付
さ
れ
て
い
る
。
要
綱
に
沿
っ

た
必
要
経
費
で
あ
れ
ば
該
当
す
る

た
め
そ
の
際
は
商
工
会
か
ら
提
案

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

谷谷
や じ まや じ ま

嶋嶋  稔稔
みのるみのる

  議員議員
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問　
球
が
場
外
に
出
な
い
よ

う
に
滑
川
総
合
高
校
（
以
下
、

滑
総
）
で
は
、
天
井
に
ネ
ッ
ト

を
張
っ
て
い
る
が
、
月
輪
球
場

も
同
様
に
で
き
な
い
の
か
。

答　
現
在
の
防
球
ネ
ッ
ト
で
は
、

技
術
的
に
も
困
難
。
新
た
に
支
柱

を
設
置
す
る
場
合
は
、
多
額
の
費

用
が
必
要
。

問　
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
は
滑

総
で
実
施
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
取
り
決
め
が
あ
る
の
か
。

答　
野
球
部
父
母
会
と
毎
年
度

覚
書
を
交
わ
し
て
い
る
。

問　
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
や

カ
ウ
ン
ト
ボ
ー
ド
の
補
修
整
備

は
で
き
な
い
か
。

答　
施
設
の
安
全
面
、
利
用
頻

度
等
に
よ
り
優
先
順
位
を
定
め
、

修
繕
等
を
実
施
し
て
い
る
。

問　
月
輪
球
場
に
は
町
外
か

ら
も
観
戦
者
が
訪
れ
て
い
る
。

移
動
販
売
な
ど
、
観
戦
環
境
を

整
え
れ
ば
集
客
増
が
見
込
め
、

活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

答　
今
後
、
観
光
部
局
や
商
工

会
の
方
に
相
談
し
な
が
ら
調
査
研

究
し
て
い
く
。

公
園
等
の
ト
イ
レ
整
備

問　
月
輪
球
場
の
ト
イ
レ
は

男
女
兼
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

特
に
女
性
は
使
い
辛
く
、
コ
ン

ビ
ニ
ま
で
行
っ
て
い
る
。
利
用

者
数
も
勘
案
し
て
多
目
的
ト
イ

レ
を
併
設
し
リ
フ
ォ
ー
ム
す
べ

き
で
は
。

答　
平
成
13
年
に
水
洗
ト
イ
レ

化
、
平
成
27
年
に
本
下
水
道
に
接

続
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
現

時
点
で
多
目
的
ト
イ
レ
を
含
め
た

リ
フ
ォ
ー
ム
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
都
第
一
公
園
も
サ
ッ
カ
ー

で
の
利
用
が
多
い
。
ト
イ
レ
の

状
況
は
月
輪
球
場
と
同
様
で
あ

り
、リ
フ
ォ
ー
ム
す
べ
き
で
は
。

答　
こ
ち
ら
の
施
設
の
ト
イ
レ

は
公
園
利
用
者
に
限
ら
ず
不
特
定

多
数
の
利
用
者
が
お
り
、
清
掃
等

の
維
持
管
理
に
苦
慮
し
て
い
る
。

現
時
点
で
の
明
確
な
時
期
を
定
め

た
更
新
計
画
は
な
い
。
都
第
一
公

園
の
施
設
全
体
の
老
朽
化
も
進
ん

で
い
る
た
め
、
将
来
的
な
公
園
全

体
の
改
修
時
に
は
ト
イ
レ
更
新
も

含
め
て
計
画
す
る
。

問　
そ
の
他
に
も
駐
車
場
、

ト
イ
レ
付
き
の
公
園
が
欲
し
い

と
の
声
が
あ
る
が
如
何
か
。

中中
なかにしなかにし

西西  文文
ふみとしふみとし

寿寿  議員議員

費用対効果の観点から施設
整備での早急な対応は困難

月輪球場の硬式野球
利用時の制限解除は問

答

答　
都
市
公
園
で
あ
る
都
第
一

公
園
以
外
は
お
お
よ
そ
半
径

２
５
０
ｍ
以
内
の
周
辺
住
民
が
対

象
と
位
置
付
け
ら
れ
た
公
園
で
あ

る
。
防
犯
灯
の
課
題
も
あ
る
の

で
、
駐
車
場
、
ト
イ
レ
の
設
置
予

定
は
な
い
。

問　
国
の
給
食
無
償
化
政
策

な
ど
に
よ
り
国
か
ら
補
助
金
が

入
っ
て
き
た
ら
、
子
ど
も
の
遊

び
場
や
公
園
等
に
も
使
っ
て
ほ

し
い
。

答　
当
然
計
画
の
ひ
と
つ
に
は

入
っ
て
く
る
。
町
の
課
題
も
多
い

の
で
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
、
解

決
し
て
い
き
た
い
。

試合中の月輪球場

月輪球場のトイレ
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記憶にない。
嫌がらせの質問だ

あいさつで「選挙」の
お願いをしたのか問

答

参
加
者
か
ら
「
町
長
の

あ
い
さ
つ
に
違
和
感
」

問　
１０
月
２０
日
土
塩
運
動
場

で
土
塩
地
区
ふ
れ
あ
い
祭
り
が

行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
方
か
ら

「
大
塚
町
長
は
町
政
４０
周
年
記

念
の
集
会
の
件
と
『
私
は
山
口

晋
の
総
括
責
任
者
を
し
て
い

る
。
山
口
晋
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
』
と
挨
拶
を
し
た
。

選
挙
中
に
そ
う
い
う
話
を
す

る
こ
と
に
違
和
感
が
あ
っ
た
」

と
い
う
。
町
長
、
こ
の
話
は
本

当
か
。

答　
確
か
に
挨
拶
を
し
た
。
内

容
の
話
ま
で
は
、
分
か
ら
な
い
。

「
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
」
と
し
か

答
え
よ
う
が
な
い
。
は
っ
き
り

言
っ
て
覚
え
て
い
な
い
。
推
測
、

仮
説
の
話
、
そ
れ
に
伴
う
断
定
行

為
は
相
手
を
落
と
し
め
る
、
単
な

る
嫌
が
ら
せ
、
誹
謗
中
傷
に
近
い

質
問
だ
。

自
ら
の
疑
惑
晴
ら
す
必

要
あ
る
の
で
は

問　
覚
え
て
い
な
い
な
ら
ば

一
緒
に
い
た
方
々
か
ら
聞
け
ば

わ
か
る
の
で
は
。
公
職
選
挙
法

違
反
の
疑
い
が
か
け
ら
れ
て
い

る
。
町
長
は
自
ら
の
疑
惑
を

晴
ら
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

答　
私
が
そ
れ
を
晴
ら
す
必
要

は
な
い
。
調
査
す
る
の
は
、
そ
う

い
っ
た
機
関
が
や
れ
ば
い
い
。
捜

査
し
て
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た

ら
、
そ
の
よ
う
に
や
れ
ば
い
い
。

私
は
た
だ
何
を
言
わ
れ
て
も
記
憶

に
な
い
。

太
陽
光
施
設
は
草
ボ
ウ

ボ
ウ
、
管
理
ず
さ
ん

問　
条
例
施
行
後
の
３
つ
の

太
陽
光
施
設
が
あ
る
。
草
ボ
ウ

ボ
ウ
、
看
板
が
見
当
た
ら
な
い

等
、
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
。

管
理
方
法
や
報
告
義
務
を
条
例

に
盛
り
込
む
必
要
あ
る
。

答　
適
切
に
雑
草
対
策
は
実
施

さ
れ
て
い
る
が
雑
草
が
伸
び
て
い

る
箇
所
も
確
認
し
た
た
め
、
事
業

者
に
適
切
な
管
理
と
規
則
に
則
っ

た
草
刈
り
を
行
う
よ
う
連
絡
。
看

板
は
設
置
し
て
あ
る
が
雑
草
に
よ

り
見
づ
ら
い
た
め
対
応
す
る
よ
う

事
業
者
に
連
絡
し
た
。

中
学
生
へ
の
自
衛
隊
募

集
案
内
は
違
法
で
は
な

い
か

問　
町
の
広
報
に
「
陸
上
自

衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
」
の

募
集
案
内
が
あ
っ
た
。
中
学
生

が
対
象
で
あ
り
違
法
で
は
な

い
か
。

答　
防
衛
省
事
務
次
官
よ
り
通

達
さ
れ
た
「
中
学
校
在
校
生
に
対

す
る
自
衛
隊
生
徒
の
採
用
試
験
に

関
す
る
募
集
広
報
要
領
等
」
に
基

づ
き
掲
載
し
た
。

阿阿
あ べあ べ

部部  弘弘
ひろあきひろあき

明明  議員議員

草が生え茂る太陽光発電施設
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問　
滑
川
町
地
域
防
災
計
画

（
令
和
５
年
３
月
作
成
）
に
、

河
川
氾
濫
の
場
合
に
お
け
る
避

難
指
示
等
の
判
断
基
準
に
「
対

象
地
域
は
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
滑
川
・
市
野
川
・
和

田
吉
野
川
の
浸
水
想
定
区
域
が

基
本
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
今

の
建
物
の
配
置
を
見
る
と
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
色
つ
き
地
域

に
向
か
っ
て
逃
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
を
矛

盾
と
考
え
な
い
の
か
。

答　
こ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

今
後
更
新
す
る
予
定
が
あ
る
。

問　
浸
水
リ
ス
ク
に
関
す
る

資
料
は
複
数
あ
る
が
、
そ
れ
が

変
更
さ
れ
て
滑
川
沿
い
で
あ
る

滑
川
町
役
場
周
辺
・
市
野
川
沿

い
が
、
浸
水
地
域
で
は
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
か
。

答　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直

し
で
、
浸
水
区
域
が
変
わ
る
か

は
、
今
現
在
わ
か
ら
な
い
状
態

だ
。
し
か
し
な
が
ら
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
浸
水
想
定
区
域
内
で
避
難

所
と
な
る
予
定
は
な
い
。
新
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
浸
水
想

定
区
域
に
入
っ
て
い
な
い
た
め
避

難
所
と
し
て
利
用
予
定
で
あ
る
。

問　
浸
水
地
域
は
、
滑
川
町

が
独
自
に
調
査
し
て
作
成
し
た

も
の
で
は
な
く
、
国
土
交
通
省

や
埼
玉
県
の
資
料
を
基
に
作
成

し
て
い
る
は
ず
。
こ
れ
が
変
わ

る
か
も
し
れ
な
い
、
こ
の
ま
ま

か
も
し
れ
な
い
、
そ
う
い
う
現

状
把
握
を
し
て
い
る
。
本
当
に

そ
の
認
識
で
よ
い
の
か
。

答　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
こ

の
ま
ま
で
い
い
と
は
考
え
て
い
な

い
の
で
、
国
・
県
の
資
料
等
を
参

考
に
し
な
が
ら
作
成
し
て
い
き

た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

に
よ
る
健
康
被
害

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
健
康
被
害
救
済
認
定
数

は
、
過
去
45
年
間
の
定
期
接
種

の
約
２
・
４
倍
、
死
亡
一
時
金

葬
祭
料
に
関
し
て
は
約
５
・
９

倍
、
死
亡
一
時
金
葬
祭
料
は

２
０
２
４
年
11
月
11
日
時
点

で
、
認
定
８
９
０
件
。
子
宮
頸

が
ん（
H
P
V
）ワ
ク
チ
ン
は
、

若
い
女
性
に
健
康
被
害
が
発
生

し
、
現
在
も
訴
訟
が
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る

深
刻
な
健
康
被
害
を
認
識
し
て

い
る
か
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
健
康
被
害
は
認
識
し
て
い

る
。
令
和
３
年
５
月
よ
り
令
和
６

年
３
月
の
期
間
、
町
内
で
も
持
病

の
一
時
的
な
悪
化
に
よ
る
入
院
等

の
健
康
被
害
の
届
出
が
あ
っ
た
。

幸
い
短
期
間
で
健
康
状
態
が
回
復

し
た
。
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
文

に
は
、
副
反
応
の
可
能
性
や
健
康

被
害
救
済
制
度
に
つ
い
て
も
掲
載

し
、
接
種
判
断
の
参
考
と
な
る
よ

う
し
て
い
る
。
接
種
希
望
者
が
接

種
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
町
の
責
務
で
あ
り
、
今
後

と
も
適
切
に
実
施
し
て
い
く
。

上上
う え のう え の

野野  葉葉
は づ きは づ き

月月  議員議員
ハザードマップを更新予定

ハザードマップ浸水区域内
に向かって避難は矛盾問

答

雑
巾
な
ど
小
さ
い
サ
イ

ズ
の
布
の
ゴ
ミ
分
類

問　
処
理
方
法
決
定
の
経
緯

説
明
を
。

答　
今
年
度
４
月
か
ら
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
処
理
事
業
者
が
、
雑
巾

な
ど
汚
れ
た
布
類
の
受
け
入
れ
が

可
能
と
な
っ
た
た
め
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
分
類
と
な
っ
た
。

『荒川水系市野川流域 県管理河川からの氾濫を想定した水害
リスクマップ （浸水発生）【現況河道】』より滑川町部分を掲載

【水害リスクマップ（浸水頻度図）及び多段階の浸水想定図とは】
想定最大規模降雨での「洪水浸水想定区域図」を、国や県では作成
し公表してきた。今後はこれに加えて、発生頻度が高い降雨規模の
場合に想定される浸水範囲や浸水深を明らかにするため、「水害リ
スクマップ」や「多段階の浸水想定図」を作成・公表することとした。
出典：埼玉県ホームぺージ　掲載日2024年11月18日

埼玉県 HP：
水害リスクマップ
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職員の予算編成での
基本理念である

「前年踏襲・現状維持」の
考えを捨てる問

答

問　
「
前
年
踏
襲
・
現
状
維
持

で
は
一
歩
も
前
に
進
ま
な
い
」

と
の
考
え
方
を
す
る
に
は
、
常

に
業
務
遂
行
に
あ
た
り
疑
問
を

持
ち
、
自
ら
試
行
錯
誤
を
く
り

返
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
職
員
が
仕
事
を
し
て
い
く

う
え
で
、
常
に
意
識
し
て
日
常

的
に
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
が
。

答　
「
前
年
踏
襲
、
現
状
維
持
」

の
考
え
方
か
ら
の
脱
却
は
、
住
民

福
祉
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
私
た
ち
職
員
の
基
本
的
か

つ
重
要
な
考
え
方
の
一
つ
で
あ

る
。地
方
自
治
法
に
規
定
す
る「
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
」
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
住
民
に
と
っ
て
最
適

な
の
か
を
常
に
職
員
自
ら
が
考
え

続
け
る
必
要
が
あ
る
。
財
源
に
は

限
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
前
年
踏

襲
・
現
状
維
持
の
考
え
方
か
ら
の

脱
却
が
必
要
で
あ
る
。

来
年
度
予
算
編
成
及
び

財
政
運
営
の
認
識
に
つ

い
て

問　
予
算
は
財
政
収
支
の
見

積
り
で
あ
り
、
事
務
事
業
の
実

施
計
画
で
あ
る
と
と
も
に
、
自

治
体
が
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
の
か
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
歳
入
・
歳
出
そ
れ
に

債
務
負
担
行
為
な
ど
の
執
行
予

定
の
計
画
で
あ
り
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
公
約
で
、
町
民
生
活
に

多
岐
に
わ
た
っ
て
影
響
を
与
え

る
。
そ
こ
で
来
年
度
の
予
算
・

行
政
執
行
に
つ
い
て
特
に
考
え

て
い
る
こ
と
は
。

答　
令
和
７
年
度
は
、
近
年
の

物
価
高
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、

個
々
の
事
業
費
の
増
大
が
見
込
ま

れ
る
。
資
材
費
の
高
騰
や
労
務
単

価
の
上
昇
の
影
響
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
一
般
財
源
の
負
担
増

が
見
込
ま
れ
る
。
来
年
度
予
算
編

成
に
当
た
り
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
事

務
事
業
を
見
直
し
、
事
業
の
緊
急

度
・
優
先
度
を
考
慮
し
た
予
算
編

成
に
努
め
る
。
ま
た
令
和
７
年
度

予
算
の
試
算
で
は
、
財
源
不
足
額

は
過
去
最
大
と
な
っ
て
お
り
、
予

算
編
成
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
苦
慮

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、

徹
底
し
た
歳
出
削
減
に
職
員
一

同
、
全
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

臨
時
財
政
対
策
債
と
財

政
の
健
全
化
に
つ
い
て

問　
臨
時
財
政
対
策
債
の
抑

制
は
、
地
方
財
政
の
悪
化
を
防

ぎ
、
財
政
規
律
を
強
化
し
、
地

方
自
治
体
の
財
政
状
況
を
健
全

化
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定

的
な
財
政
運
営
を
確
保
す
る
た

め
の
重
要
な
取
組
み
で
あ
る
。

自
治
体
と
し
て
、「
行
財
政
の

継
続
性
」
を
図
る
た
め
に
は
、

今
後
、
自
主
財
源
の
強
化
や
歳

出
の
削
減
な
ど
、
財
政
状
況
改

善
の
た
め
の
努
力
を
一
層
進
め

こ
と
に
よ
る
「
財
政
の
健
全

化
」
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
。

答　
近
年
は
、
臨
時
財
政
対
策

債
の
発
行
が
抑
制
傾
向
で
あ
る
の

で
、
地
方
交
付
税
制
度
の
本
来
の

姿
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
平
成
13

年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
臨
時
財
政

対
策
債
の
解
消
に
は
未
だ
至
っ
て

い
な
い
。
臨
時
財
政
対
策
債
は
地

方
交
付
税
の
代
替
措
置
と
い
え
ど

も
、
地
方
債
残
高
に
は
計
上
さ

れ
、
令
和
５
年
度
末
に
お
け
る
町

の
臨
時
財
政
対
策
債
の
残
高
は
、

31
億
５
０
３
０
万
３
千
円
で
、
こ

れ
は
地
方
債
残
高
の
合
計
額
で
あ

る
49
億
８
２
０
０
万
７
千
円
の

63
％
を
占
め
て
お
り
、
大
き
な
財

政
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
７

年
度
予
算
は
、
過
去
最
大
の
収
支

不
足
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
今
後

の
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
た
め

に
も
財
政
健
全
化
の
取
組
み
は
急

務
で
あ
る
。
歳
入
は
、
町
税
の
収

納
率
向
上
に
向
け
た
取
組
み
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
町
有
地
の
有

効
活
用
に
よ
る
財
産
収
入
の
確

保
、
ま
た
使
用
料
・
手
数
料
等
の

見
直
し
を
は
じ
め
と
し
た
自
主
財

源
の
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
歳
出
は
、
事
業
の
政
策
評
価

に
よ
る
見
直
し
や
、
公
共
事
業
の

適
切
な
投
資
等
に
よ
り
、
後
年
度

の
財
政
負
担
を
考
慮
し
な
が
ら
、

更
な
る
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

赤赤
あかぬまあかぬま

沼沼  正正
まさのりまさのり

副副  議員議員

※
臨
時
財
政
対
策
債
と
は

　

地
方
財
政
の
不
足
額
を
補
て
ん

す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
発

行
す
る
地
方
債
で
す
。
そ
の
元
利

償
還
金
相
当
額
に
は
、
全
額
を
後

年
度
地
方
交
付
税
の
基
準
財
政
需

要
額
に
算
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
、

各
地
方
公
共
団
体
の
財
政
運
営
に

支
障
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う

措
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
交

付
税
が
増
え
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。当初予算査定の様子
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災
害
拠
点
の
上
下
水
道

の
耐
震
化
に
つ
い
て

問　
国
土
交
通
省
の
調
査
で

は
、
避
難
所
や
災
害
拠
点
病
院

等
の
重
要
建
築
物
に
接
続
す
る

上
下
水
道
管
路
・
ポ
ン
プ
場
が

全
て
耐
震
化
し
て
い
る
の
は

15
％
と
の
こ
と
。
町
内
の
耐
震

化
の
状
況
は
。

答　
国
の
調
査
対
象
の
下
水
道

処
理
区
域
で
は
、
配
水
場
ま
で
の

送
水
管
延
長
３
・
１
９
㎞
の
内

３
・
１
５
㎞
99
％
、
配
水
池
は

１
０
０
％
が
耐
震
化
済
。
避
難

所
・
医
療
施
設
５
カ
所
で
は
滑
川

総
合
高
校
、
月
の
輪
小
学
校
、
市

川
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
エ
ン
ゼ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
耐
震
化
済
、
森
林
公
園

メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
上
水
道

の
耐
震
化
が
未
済
。
重
要
施
設
に

接
続
す
る
水
道
管
の
管
路
延
長 

７
・
４
㎞
の
う
ち
26
％
１
・
９
２

㎞
が
耐
震
管
。
重
要
施
設
に
接
続

す
る
下
水
道
管
の
管
路
延
長 

４
・
８
㎞
は
耐
震
化
率
１
０
０
％

と
な
っ
て
い
る
。

問　
下
水
道
処
理
区
域
外
の

主
な
施
設
の
水
道
管
の
耐
震
化

の
状
況
は
。

答　
福
田
小
学
校
は
令
和
４
年

度
に
、
埼
玉
森
林
病
院
、
療
護
園

滑
川
は
今
年
度
中
に
耐
震
化
完
了

予
定
。宮
前
小
学
校
、役
場
庁
舎
、

滑
川
中
学
校
、
保
健
セ
ン
タ
ー
等

は
重
要
給
水
施
設
排
水
管
路
と
し

て
優
先
的
に
計
画
的
に
耐
震
化
を

進
め
て
い
く
。

つ
き
の
わ
駅
前
の
整
備・

管
理
に
つ
い
て

問　
以
前
か
ら
要
望
の
あ
る

つ
き
の
わ
駅
周
辺
へ
の
交
番
や

駐
在
所
の
設
置
見
込
は
。

答　
駅
北
口
に
土
地
を
確
保
し

て
県
に
設
置
要
望
し
て
い
る
が
、

警
察
官
数
も
限
ら
れ
て
お
り
新
設

困
難
と
の
回
答
で
あ
る
。

要望 

町
民
の
安
心
・
安
全
の
た

め
に
引
き
続
き
粘
り
強
く
県
に
働

き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

大
塚
町
長
就
任
か
ら
２
年

が
経
過
し
た
評
価
と
今
後

問　
就
任
か
ら
２
年
経
過
し

た
自
己
評
価
は
い
か
が
か
。

答　
私
は
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー

マ
と
し
て
「
経
験
と
実
行
力
を
生

か
し
た
ピ
カ
ッ
と
輝
く
町
づ
く

り
」　

を
掲
げ
、
と
に
か
く
明
る

く
元
気
な
町
を
作
り
た
い
一
念

で
、
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
を
第

一
優
先
に
行
政
を
進
め
て
き
た
。

　
「
前
吉
田
町
政
」
を
堅
持
・
継

続
す
る
一
方
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
導
入
、
デ
マ
ン
ド
の
毎
日
運

行
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
着

手
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設

計
着
手
な
ど
、
町
の
新
た
な
考
え

方
を
住
民
代
表
で
あ
る
議
会
に
示

し
、
賛
同
を
得
な
が
ら
実
現
し
て

い
る
。

　
さ
く
ら
ま
つ
り
な
ど
新
た
な
イ

ベ
ン
ト
に
も
町
が
先
頭
に
な
り
取

組
ん
で
い
る
。
今
年
の
町
制
施
行

40
周
年
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
記

念
式
典
や
花
火
大
会
を
始
め
と
し

た
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
手
が
け
、
先

人
の
功
績
を
敬
い
、
町
の
発
展
の

歴
史
や
繁
栄
の
経
過
を
町
民
各
位

に
お
示
し
が
で
き
た
。

　
多
少
の
躓
き
も
あ
っ
た
２
年
で

あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
で
沈
ん
だ
町

が
明
る
く
な
り
、
ま
た
我
々
職
員

の
頑
張
り
に
高
い
評
価
を
い
た
だ

く
な
ど
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
。
今
後
も
、
更
に
気
を
引
き

締
め
て
頑
張
る
所
存
だ
。

問　
残
る
任
期
で
の
町
政
へ

の
取
り
組
み
の
抱
負
は
。

原原
はらはら

  徹徹
とおるとおる

  議員議員

今後もピカッと輝く町づくり
の為にオール滑川で頑張る

大塚町長、就任から2年経過
した評価と今後について問

答

答　
選
挙
公
約
と
し
て
掲
げ
た

公
約
は
、
町
の
考
え
と
し
て
議
会

へ
提
案
、議
決
を
得
、確
実
に
今
、

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
常
に
元
気
な
町
づ

く
り
を
基
本
目
標
に
目
指
し
て

い
く
。

　
目
標
の
実
現
の
た
め
に
は
各
地

区
行
政
や
各
種
団
体
の
協
力
が
不

可
欠
で
、
今
後
も
積
極
的
に
連
携

に
つ
と
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
元
気
の
源
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
と
の
関
連
性
を
深
め
、
子

ど
も
た
ち
中
心
の
政
策
も
進
め
て

い
く
覚
悟
だ
。

　
一
方
で
、直
下
型
地
震
、台
風
、

線
状
降
水
帯
な
ど
へ
の
防
災
対
策

の
見
直
し
も
必
須
。
さ
ら
に
人
口

減
少
対
策
と
し
て
町
の
魅
力
発
信

の
た
め
の
観
光
事
業
も
重
点
施
策

と
す
る
考
え
で
あ
る
。

　
引
き
続
き
元
気
な
町
づ
く
り
、

ピ
カ
ッ
と
輝
く
町
づ
く
り
の
為
、

町
民
皆
様
と
オ
ー
ル
滑
川
で
頑
張

る
所
存
で
あ
る
。

つきのわ駅北口の交番・
駐在所用地

建設が始まった仮称福祉センター
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○�議会への町民の皆さんのご
意見・ご感想を募集します。
○�いただいたご意見・ご感想を
紙面に掲載させていただくた
め、議員よりご連絡を差し
上げることがございます。

≪ご意見・感想はこちらまで≫

※�町のホームページからの入力に
なります。
　�内容の欄に≪議会だより感想≫
と必ずご入力ください。

２
０
２
5
年（
令
和
７
年
）２
月
１
日
発
行

編
集
委
員　
阿
部
弘
明　
上
野
葉
月　
赤
沼
正
副　
原
徹　
谷
嶋
稔

　
　
　
　
　
中
西
文
寿　
松
本
幾
雄　
発
行
責
任
者　
吉
野
正
浩

連
絡
先　
　
滑
川
町
役
場
議
会
事
務
局　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
４
９
３（
５
６
）６
９
１
３

この広報は、再生紙を使い、議員の自主編集で発行しています。この広報は、再生紙を使い、議員の自主編集で発行しています。

議 会

傍聴者数 皆さんの声を
聴かせてください！

編集後記

町民の声

本年もよろしくお願い申し上げます本年もよろしくお願い申し上げます

次の定例会予定は

3月4日（火）～
R６.９R６.６ R６.７

（臨時会）

0

20

40

60

R６.12

25人

44人

1人

36人

滑川町に住み始める時に、「子どもを育てるのに良い所だね。給食費が無料で良
いね。」と多くの方に言われてあっという間の 17 年でした。「18 歳まで医療費が

無料」も本当に助かりました。

今回、議員さんから、あらかじめ質問事項を教えていただき、関心がある内容だっ
たので傍聴しました。3階受付で名前を記入し4階の傍聴席に向かいました。

令和8年 3月の小中学校の卒業式が、エアコンが設置された体育館で行えるこ
とや、今年 8月の集中豪雨による被害状況を受けて、多くの費用をかけて既に

対策していること、今後の計画も聞いて安心しました。「バリアフリーの町づくり」の質問では、自分自身が知
らないことがたくさんありました。「誰もが暮らしやすい町づくり」が進むと良いと思います。

今回、議会を傍聴して、町が町民のために働いていることが分かり、自分の税金の使い道を知れた思い
になれました。また機会があれば、見に来ようと思った一時でした。

平野久美子さん

町議会を傍聴して

寒い日が続きます。みなさま、体調はいかがでしょうか。忙しい日が
続き、休息が取れない日が続くと体調を崩しがちです。風邪をひくのは
体からの「休んで」のサインかもしれません。風邪をひかない事が大事
なのではなく、風邪をひいても大丈夫な社会が大事だと思っています。
風邪をひいたら休める仕事、誰かが休んでも補い合いながら回せる組織。
家族のお世話をしている人であれば、お世話を代わってもらえる仕組み。
そのような社会を、陰になり日向になり支えていくのが政治だと思っ
ています。� （上野葉月）
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